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東京都議会第3回定例会（平成25年9月18日～10月11日）における都議会
公明党の本会議、委員会での質疑応答、視察等についてご報告致します。

都議会公明党 検 索

www.togikai-komei.gr.jp/

　9月28日、第68回国民体育大会、10月12日、
全国障がい者スポーツ大会の開会式に出席し
ました。今回の開会式は東日本大震災の復興
支援と、東京五輪開催決定後でもあり、五輪の予行演習と
もいうべき盛大なイベントとなりました。墨田区ではハンド
ボール競技の他、デモンストレーション行事としてフットサ
ルとラジオ体操を開催。国体の総合成績は東京勢が天皇
杯、皇后杯ともに1位となりました。

「スポーツ祭東京2013」を開催!

２０２０年の東京オリンピック・
パラリンピック開催が決定！

地元・墨田区は両国国技館がボクシングの会場

第68回国民体育大会・第13回全国障がい者スポーツ大会

加藤リポートでは、議会での質疑応答や調査・視察など、
加藤まさゆきのホットな話題を紹介します。
加藤リポートでは、議会での質疑応答や調査・視察など、
加藤まさゆきのホットな話題を紹介します。加藤リポート加藤リポート すぐ現場、すぐ行動！ 加藤が動く！！ーーKATO REPORT

9月11日 モデル事業の特別支援教室を視察

10月17日「第２０回ＩＴＳ世界会議東京２０１３」を視察

　狛江市立緑野小学校を訪問し、今年度、都の
モデル事業の指定を受けて行われている特別
支援教室の取り組みを視察しました。
　同市には、発達障がいの児童が普通学級に
在籍しながら特別支援を受ける「通級指導学
級」が市内6小学校のうち3校にあり、この3校
（拠点校）と、それぞれペアを組む他の3校に拠
点校の担当教員が巡回する「特別支援教室」が
開設されています。そして、教員が一人一人の

児童に合わせて
カリキュラムを
組み工夫を凝ら
した授業をして
いました。やはり
特別支援教育
は、専門性の高
い教員の育成が
重要との認識をあらためて実感しました。

　交通事故や渋滞を減らすための最新技術を
活用した高度道路交通システム（＝ITS）の国際
会議である「第20回ITS世界会議東京」（於：東
京ビッグサイト）を視察しました。
　都のブースでは、スマートホンの画面に火災
現場や交通規制などを同時表示したり、スマホ
を通して見た風景に火災現場の方向と距離が
表示される技術などのデモンストレーションを
体験しました。
　都議会公明党は、2年前の第4回定例会代表
質問で、東日本大震災を教訓に、2013年のITS

国際会議に向けて、都が産業界や大学などの研
究機関とも連携して、災害対策や渋滞対策に
ITS技術の活用を検討すべきと訴えていました。

すぐすぐ
現場！

人にやさしいまちづくりなどあらたな東京の構
築を目指して各種提案をしてまいります。

　日本時間9月8日早朝、ブエノスアイレスで開
かれたIOC総会で2020年のオリンピック・パラリ
ンピック開催都市が東京に決定しました。招致
活動にあたっては国内機運を高めるため、署名
運動など都民をはじめ、全国の皆さんのご協力、
ご支援に心から感謝申し上げます。私も、都議会
オリンピック・パラリンピック招致議連の一員と
して、福島、山形の両県庁・議会を訪れて、招致
決議を行って頂くよう取り組んでまいりました。
　東京を訪れる全ての方に、ソフト・ハードの両
面から先進都市・東京を実感して頂けるよう、

　立花３丁目都営団地の居住者の方々から強い要
請を受けて、これまで何度も都に要請を行ってきた
エレベーターが完成し、8月
30日から運転が開始されまし
た。また、自治会集会室や防
災倉庫等も新たに整備され
ました。

テーマ：「東京の防災力をもっと高めるために！」
◎11月3日（日）20：00～21：00
◎11月9日（土）14：00～15：00（再放送）
◎出演者：各会派代表、都議会公明党は加藤都
　　　　　議会議員

立花3丁目都営団地
待望のエレベーターが完成
立花3丁目都営団地
待望のエレベーターが完成

ＴＯＫＹＯ ＭＸＴＶの討論番組
「トウキョウもっと！もっと！
元気計画研究所」が放映されます！

ＴＯＫＹＯ ＭＸＴＶの討論番組
「トウキョウもっと！もっと！
元気計画研究所」が放映されます！

ト ピックス

特別支援教室の専門教員から説明を受ける
加藤都議ら

すぐすぐ
行動！

障がい者スポーツ大会開会式

9ch

火災現場の方向と距離がスマホの画面にポップアップ表示
されることを確認する加藤都議ら



福祉先進都市

少子高齢化、人口減少社会を迎える中、2020
年のオリンピック・パラリンピック大会後をにら
み、「福祉先進都市・東京」を世界へ発信する、長
期ビジョンの策定が望まれています。これまでの
施策体系や行政分野にとらわれず、主要な課題
に対応し、さらなる先を見据えた、十年後の将来
像を示す「新たな長期ビジョン」
を策定します。

新たな長期ビジョン策定へ

女性の活躍促進

被災地支援

被災地と海外の交流
五輪の東京招致成功にあたって、女性の力は
本当に大きく、政府の成長戦略にも女性の活躍
がその中核に位置付けられています。これから
国とタッグを組んで、「女性の活躍推進」を都政
の重要課題と位置付け、加速させます。

国とタッグを組んで加速

昨今、警察活動を取り巻く環境は複雑化し、女
性被害者・相談者への的確な対応が求められて
います。こうした社会の変化に柔軟に対応する
ため、警視庁では、女性警察官の採用拡大、上級
幹部への登用などを積極的に進めます。

警視庁で採用拡大、幹部登用進める

「被災地の復興なくして、東京大会の成功は
ない」。これからの7年間、被災地の復興を加速
させ、さらには「心の復興」を成し遂げるため
に、オリンピック・パラリンピック東京大会の開
催を通じて、被災地の復興を強力に後押しして
いきます。

五輪を通じて被災地復興を強く後押し

被災地の方々が、東京を訪れる世界中の人々
と直接触れ合うことは、被災地の復興を世界に
伝える重要な機会です。被災地の方々の各競技
への招待や、大会ボランティアへの受け入れな
どにより、海外との交流の場を設け、2020年大会
を被災地と世界を結ぶ大会としていきます。

被災者の招待などで世界を結ぶ

構造的福祉

著しい少子高齢化の進展に対応するには、単
に都庁組織を局横断的に束ねて施策を推進す
るという、従来の発想を改める必要があります。
そのため都は「構造的福祉」という新たな概念
を打ち出し、福祉・雇用・住宅など、従来の行政
分野の垣根を越えて、幅広く議
論を深め、東京の新たな姿を
示します。

従来の行政分野の垣根を越えて議論

五輪後を見据えた政策推 進

都の東部低地帯で、荒川の脇を平
行して流れる中川の右岸堤防は、左岸
堤防の機能を兼ねています。この堤防
が荒川右岸の堤防より低く、洪水時に
荒川の水位上昇で、中川があふれる
危険性があります。このため中川堤防
の強化に取り組み、東部低地帯の安
全性向上に取り組んでいきます。

低地帯
東部

中川堤防の強化で洪水対策
医療や福祉、住まいなど多様なサー
ビスを提供する、地域包括ケアシステ
ムを実現するため、地域包括支援セン
ターを支援するサポート医制度を導入
している地区の例など、先進的な事例
を広く紹介しながら、区市町村の取り
組みを、包括補助等により一層支援し
ていきます。

在宅療養の推進

施策
福祉

　都は地震に関する地域危険度測定調査（第7回）
を発表。これを受けて、9月27日、都市整備委員会で
質疑を行いました。（概要）

Ｑ．今回「災害時活動困難度」という新たな指標を
追加した理由は？
Ａ．災害時活動困難度は、避難や消火、救助活動の
困難さがその後の被害の大きさに影響するため新
たに導入します。

Ｑ．前回と比べて、どのような変化が出てきている
のか？
Ａ．台東区や墨田区南部周辺などの地域で危険度
が下がり、中野区や杉並区東部などの地域で危険
度が上がる結果となりました。また、倒壊の恐れのあ
る建築物の単位面積当たりの棟数が、都内平均で
約8％減少しました。

Ｑ．京島3丁目の総合危険度は7位から3位へ悪化。
しかし、災害時活動困難度を考慮すると31位へと改
善。この要因は？
Ａ．京島3丁目では長年にわたり生活道路の拡幅等
に取り組んでいるためと推察します。

Ｑ．墨田3丁目の総合危険度は1位から4位へと改
善。災害時活動困難度を考慮すると7位で、墨田区
内では一番危険度の高い地域となる。要因は？

Ａ．墨田3丁目では、昭和55年度以前に建設された
木造住宅の単位面積当たり棟数が区内で極めて高
いということが危険度を高くしている要因と考えられ
ますが、現在、木密地域の改善に向けた取り組みが
進められているので、今後その成果が出てくると思
われます。

Ｑ．災害に強いまちづくりに向け、都の防災対策を
進めるとともに区市町や都民に危険度を周知してい
くべき。調査結果を今後どう活用していくのか？
Ａ．ホームページでの公開やパンフレットの頒布を
行い都民に周知徹底を図っています。さらに、区市
町を通じ、町会やまちづくり協議会等の場において、
住民の理解が深まるよう働きかけます。そして、調査
結果を震災対策事業実施地域の選択に活用し、地
域の取り組みを支援していきます。

Ｑ．荒川および墨田川沿いの下町地域は木密地域
とともにゼロメートル地帯である。堤防の耐震化と
共にスピーディに効果的な防災対策を進める必要
がある。民間の力も活用し、面的整備を積極的に進
めていくべきでは？
Ａ．木密不燃化10年プロジェクトでは、不燃化特区
のコア事業として、面的整備を位置づけています。今
後、民間を活用して事業化を図る区の取り組みに対
し、技術的、財政的に支援を行ってまいります。

大型クルーズ客船対応

東京湾には、大型クルーズ客船「ボイジャー・
オブ・ザ・シーズ」を受け入れる客船ターミナル
がなく、現状、大井水産物ふ頭に着岸していま
す。そのため、常時受入可能な新たな客船ふ頭
を、レインボーブリッジの外側である、臨海副都
心地域に整備します。

レインボーブリッジ外側に客船ふ頭整備
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地域危険度の見直しを受け質疑。
都民への周知と面的整備の推進を主張！

2020年へ首都再構築2020年へ首都再構築
代表質問
本会議

一般質問本会議

員委 会質疑


